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大規模システムの課題

「野村ホームトレード」は、PC、携帯電話

などのさまざまな端末からインターネット経

由で株式取引・株式情報照会などの多様なサ

ービスが受けられるインターネット証券取引

サービスである。2002年 6月には契約口座数

が100万口座を突破し、それにともなってト

ランザクション量の増加も著しい。

通常、業務系Webシステムでは、利用者

数が多くなればなるほどトランザクション量

が増加し、システムの運用が難しくなると考

えられている。性能上のボトルネックがシス

テムの各所に発生し、その対策が遅れるとト

ラフィックの急増に耐えられず、急激なレス

ポンス低下やシステムにつながらないなどの

システム障害を招いてしまう。金融取引サー

ビスの場合は、システムのレスポンスやつな

がりやすさがサービスの信頼性そのものであ

るため、利用者数が増えてきた場合にどのよ

うにシステム設計しておくかが重要な課題と

なっている。

システム設計上のポイント

「野村ホームトレード」では、システムの

レスポンスを維持し、100万口座を超える顧

客に対してもシステムをトラブルなく安定稼

動させるために、以下に示すようなさまざま

な設計上の工夫を行っている。

①Webサーバーからのアプリケーション処

理の分離

データベースアクセスなどをともなう業務

処理アプリケーションをWebサーバーから

分離し、アプリケーション処理専用のサーバ

ーで実行する方式を採用した。機能別に用意

された複数のアプリケーションサーバーへの

トランザクションの振り分け処理を実現する

ため、Webサーバーとアプリケーションサ

ーバーを接続するミドルウェアを独自に開発

した。

これにより、Webサーバー側の処理とし

ては、ミドルウェアに入力データを渡す処理

と、HTML（Webページを記述する言語）

ファイルを生成する処理に限定されることか

ら、Webサーバー部分の負荷が大幅に軽減

される。

②処理のロードバランシング

高トラフィックに耐えられるシステムを実

現するためには、システムの各箇所で処理の

負荷分散が必要になる。

「野村ホームトレード」を支える
システム設計と運用

野村證券の「野村ホームトレード」は、100万口座を超える日本最大のインターネット証券

取引サービスである。このような規模の大きいサービスを安定して提供するためには、設計上

ならびに運用面での工夫が非常に重要である。本稿では、システム設計上のポイントを紹介す

るとともに、安定したサービスを提供するための取り組みについて考察する。

野村総合研究所　　細田俊明

技　術

レポートに掲載されているあらゆる内容の無断転載・複製を禁じます。すべての内容は日本の著作権法及び国際条約により保護されています。
Copyright © 2002 Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. No reproduction or republication without written permission.



2002年11月号 9

Webサーバー部分については、ロードバ

ランサー（負荷分散装置）を採用し、トラン

ザクションを多数のWebサーバーに分散す

ることによって、Webサーバー 1台あたりに

かかる処理負荷を軽減しつつ、全体の処理性

能を確保している。また、Webサーバーの

能力が不足してきた場合にはサーバーの増強

も容易に行えるようになっている。さらに、

Webサーバー障害時には当該サーバーを切

り離すことで耐障害性を確保している。

ミドルウェア部分については、多種多様な

業務処理を実現するために独自に開発を行っ

ている。そしてこの部分でも負荷分散機能を

実現することにより、全体の処理性能を確保

している。

日々のシステム運用の重要性

上記のような設計上の考慮だけで、高負荷

のシステムを問題なく運用することはできな

い。システム運用における日々の取り組みを

いかに的確に実施するかが重要である。

①トラフィック監視

稼動しているシステムがどの程度のリソー

スを使っているかを日々チェックする必要が

ある。回線使用率やサーバーのCPU利用率

などハードウェア的な指標だけでなく、業務

トランザクションのレスポンスタイムなどの

データを収集、分析することで、システム上

のリソースが不足しそうな箇所を事前に予測

し、能力増強などの施策を行わなくてはなら

ない。また、対応が有効であったかどうかを

検証し、次の施策に活かしていくことも必要

である。

②システム変更時のリスク分散

すでに本番稼動しているシステムに対し、

機能追加や能力増強などの変更を行う場合

は、一般にトラブルが発生しやすくなるもの

である。そのため「野村ホームトレード」で

は、ソフトウェアの変更を行う場合、一部の

サーバーに先行してリリースを行い、安定的

に稼動することを確認した後で他のすべての

サーバーに展開するといったリスク分散を図

っている。

大規模Webシステムの条件

高い信頼性が要求される大規模Webシス

テムを構築・運営するためには、ハードおよ

びソフト面での対応とともに、日々の的確な

運用も重要である（図 1参照）。ここで述べ

たようなシステム設計と着実な運用があって

はじめて、「野村ホームトレード」のような

サービスを安定的に提供することができるの

である。 ■
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図１　野村ホームトレードの基盤構築の考え方�
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